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研究機関名：仙台医療センター 

 

受付番号： 

【研究課題名】 

多施設共同による超高齢者の胃がん術後補助化学療法における S-1 療法の使用等実態調査 

【研究期間】 

西暦 2022 年 9   月(倫理委員会承認後) ～ 2025 年 3 月 

【研究の対象】 

・胃がん取扱い規約第 13版/14 版/15 版で pStageⅡ/Ⅲ 胃がんである。 

・2007 年から 2019 年までに D1/D1+もしくは D2 リンパ節郭清を伴う胃切除術を受け、胃の遺残

がない。 

・手術した日の年齢が 80歳以上である。 

・残胃がんではない。 

・術後化学療法で S-1 療法を実施した患者 

【研究の目的・方法】 

本研究では 80 歳以上の高齢者を対象に、胃がん術後補助化学療法における S-1 療法の使用実態

調査を行い、S-1 療法完遂した群と完遂できなかった群での生存期間の比較と治療完遂に及ぼす

影響因子について検討する。 

【研究に用いる試料・情報の種類】 

患者情報：年齢 (手術日)、性別、PS (S-1 開始時)、基礎疾患 (高血圧症、糖尿病、高脂血症、

心血管系疾患 [心不全、心筋梗塞、狭心症、不整脈]、脳卒中、その他)、内服薬 (4 種類以上/

以下)、病期 (病理学的分類)、重複がん、術前体重、S-1 開始時の体重/体表面積/血清クレアチ

ニン値(Scr)/クレアチニンクリアランス(Ccr)、エスワン実総投与量、予定総投与量、副作用 

【外部への試料・情報の提供】 

患者の個人情報は、分担研究者および研究責任者以外識別できないように、患者氏名、生年月日

を削除し匿名化する。個人情報および診療情報などのプライバシーに関する情報は「人 を 対 象 

と す る 生 命 科 学 ・ 医 学 系 研 究 に 関 す る 倫 理 指 針」に従って適切に管理する。

匿名化された臨床病理学的情報に関する情報の同定はカルテ番号 (研究施設名+カルテ番号) を

用いて行う。本研究で得られたデータ及び対応表は院内から持ち出せないコンピューターに保管

し、論文発表されたデータの検証が求められる場合などに備え保存し、廃棄する場合は個人情報

の取扱に注意して廃棄する。他院からの患者の個人情報も同様に、患者氏名、生年月日を削除し

匿名化したものを各施設の倫理規定に準じた方法で受け取る。データの保管期限は研究終了から

10 年または論文の公表から 10年のどちらか遅い方とする。 

【試料・情報を利用する者の範囲】 

 研究代表者 みやぎ県南中核病院 薬剤部 堀之内 藍 

【問い合わせ先】 

  本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせください。 

  ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研

究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申し出ください。 

  また情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方に

ご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申し出ください。

その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

 仙台医療センター  薬剤部  鈴木 訓史 (代表研究者) 

 〒983－8520 仙台市宮城野区宮城野２－１１－１２ 

 TEL: 022－293－1111     


